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事務所ビル

将来の自邸



-3- 2009  3 年前期　建築設計演習Ⅱ

現代美術のための美術館

特別講師　建築家　平田晃久先生



-4-2009  3 年前期　建築設計演習Ⅱ

集合住宅

特別講師　建築家　木下庸子先生



-5- 2009  3 年後期　建築設計演習Ⅲ

小学校

特別講師　建築家　工藤和美先生・池田昌弘先生



-6-2009  3 年後期　建築設計演習Ⅲ

複合施設

特別講師　建築家　米田明先生



-7- 2009  3 年後期　建築設計演習Ⅲ

集中演習 with エジンバラ芸術大学

集中演習 with タマサート大学





卒業設計
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フレーム(壁）を重ね合わせていく

重ね合わせていくことにより次第に
狭くなる空間を作る

奥に行くほど視界が限られていく

そのような空間を多方面にわたって作る

　　路地は透視図法のように、ある一点に
　集中させられる感覚がある。
　　　　

しだいに狭くなる空間
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　広島県尾道市に図書館や美術館を複合し

た文化施設を計画する。尾道の風景や計画

地周辺にある路地は「一体この先には何が

あるのか？」と、期待や想像を掻き立てる

ものであった。本計画では、景観ではなく

建物に同様な機能や要素を取り入れていく

ことで、周辺環境と一致させる。同時に、

建物から見える風景にも同じような効果

を出していくことで演出する。脚色され

た風景を、空間上に映し出すスクリーン

のようなもの。

01． 風景の脚本

岡田　雄仁 
OKADA  Katsuhito  　                       
                       　 空間創造研究室
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　鞆の浦には寺や神社など歴史的産物が数

多くあり、それらは町中に点在している。

その中で人々は過去から現在まで生活し続

けている。昔ながらの建物や町とともに順

応しながら生活していることが鞆の浦の歴

史的風景をよりいっそう良くしていると考

える。

　本計画では、昔の建物でよく使われて

いる「路地」や「廊下」や「通り庭」と

いうものを取り入れ、外部からの新しい

集合住宅の住生活を提案する。

02． 距離と形

兼森　洋也
KANEMORI  Hiroya                       
                            空間創造研究室
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　ここ近畿大学工学部キャンパスの敷地は

広く、自然に囲まれている。しかし、施設

があるのはその一角に過ぎず、窮屈感を感

じる時がある。また、研究や勉強のための

施設は充実しているのだが、学生の息抜き

になるような施設がないのも事実である。 

　そこで本計画ではキャンパス自体に広

がりを持たし、自由な時間に自由に利用

できるセミナ ーハウス群を計画する。学

生達は大学というものの捉え方を改め、

より充実した、楽しい学生生活を送るこ

とができるのではないだろうか。

03． キンダイ　イキタイ

小池　直也
KOIKE  Naoya 　                       
                     　     空間創造研究室
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　　本計画では、現存するサービスエリア・

パーキングエリアを、本来の目的である休

憩所としての機能に重きを置き、利用者の

車での移動をより快適にする事を目的とし

た、休憩施設へのリノベーションである。

　その結果、気軽にこのサービスエリアに

寄り有意義な「よりみち」をすることで、

残りの旅を当たり前のように、楽しく安

全に続けられる事を期待する。

04． よりみち

石野田　大地 
ISHINODA  Daichi                       
                            空間創造研究室

日本インテリア学会中国・四国支部長賞
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　1970 年代からオープンスクールが導入さ

れ始めてから様々なプランの小学校が誕生

したが、近年『小学校を立てる』＝『オー

プンスペースを設ける』という考え方に

なってしまい、本来のオープンスペースの

目的を失ってしまい、ただの広い空間と

なってしまっているように思う。近年、

教育方針が検討し直されてきているが、

それに伴い学校空間を、もう一度考え直

し、本当に必要な空間、動線だけを残し、

それらの要素に新しい空間を加えること

で、活気のある小学校空間を目指す。

05． Active   Space

渡邉　大修 
WATANABE  Hironobu　                       
                       建築計画研究室
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　本計画では、旧くなった建築物の再生計

画を提案する。旧くなった建築物は、人々

や土地の記憶を残す歴史的な価値があるの

に対し、老朽化や都市の高層高密化の進行

により、その重要性が考えられることなく

失われていく一方である。そこで、旧くなっ

た建築物に新たな空間を挿入することで

起こる新旧の対比関係により、新たな魅

力や機能を持った建築物になることを目

標として計画を進める。

06.    Collage

白石　翔一
SHIRAISHI  Shoichi                       
                       建築計画研究室
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・　路地空間

施設の中の店舗等を路地空間形成要素の住宅や商店と考え、意図的に隙間を発生させる。
スケールの不整形な隙間ができ、路地空間となる。

従来の路地空間とは、住宅や商店が
立ち並んだ隙間に出来た自然発生的な
道である。

計画敷地内の領域にランダムに機能を配置する。様々なスケールの隙間が発生する。 様々なスケールの複雑化した路地空間が形成される。

路地空間が複雑化することにより様々な場所に人は導かれる。回遊性・迷路性をもつ路地に人々は興味を示し、
足を踏み入れるが、ただ単にいりくねった道は人にストレスを与えるだけである。
そこで、スケールにバリエーションを持たせることにより空間に面白さを与える。

・イメージ模型

・ 平面での機能配置

単調な１本道の路地

計画空間の平面をグリッドで割り、そこへ各機能に合った大きさで配置していく。

主な機能…

・立体での機能配置

ソリッドへグリッドで切り込みを入れ、ブロックをランダムに取り除いた後、各機能をはめ込んでいく。

ソリッド グリッドで切れ込みを
入れる

ブロックを取り除く 機能をはめ込む

・店舗

メゾネットタイプの店舗にすることで、
支払いを済ませると自然と次の階へと
導かれるようになる。
これにより、積層化された路地空間全体へ
動線が張り巡らされる。

・積層

建築物が積層化されるのと同時に、路地空間も積層する。
横への広がりだけでなく縦への広がりも加え、
立体的な路地空間にする。これにより平面で行われてきた、
人々の動きの自由度を上げる。

・スラブ

レストラン・カフェ・オモチャ屋・雑貨屋・服屋・
土産屋・本屋・美容室・食料品店・CDショップ・
ギャラリー・オフィス・イベントスペース・シネマ・
観光案内所・薬局・ジム・貸しスタジオ・
スモーキングルーム…etc

X
W
V
U
T
S
R
Q
P
O
N
M
L
K
J
I
H
G
F
E
D
C
B
A

X
W
V
U
T
S
R
Q
P
O
N
M
L
K
J
I
H
G
F
E
D
C
B
A

X
W
V
U
T
S
R
Q
P
O
N
M
L
K
J
I
H
G
F
E
D
C
B
A

X
W
V
U
T
S
R
Q
P
O
N
M
L
K
J
I
H
G
F
E
D
C
B
A

X
W
V
U
T
S
R
Q
P
O
N
M
L
K
J
I
H
G
F
E
D
C
B
A

X
W
V
U
T
S
R
Q
P
O
N
M
L
K
J
I
H
G
F
E
D
C
B
A

First Floor Second Floor Third Floor

Fourth Floor Fifth Floor Sixth Floor

・平面エスキス ・断面エスキス

A-B B-C C-D D-E E-F

F-G G-H H-I I-J J-K

K-L L-M M-N N-O O-P

P-Q Q-R R-S S-T T-U

U-V V-W W-X

100m

・姫路市

姫路市は国宝であり世界遺産でもある姫路城により
国内は勿論、海外からの観光客も多い。しかし姫路城ばかりが観光客の目に入り、
姫路という町自体に目を向けている人が少ないように思える。観光の魅力というのは名所巡り
だけでなく、地元の人々との交流もまたそのひとつではないだろうか。
そのために観光客と地元住民の動線が接する空間を提案したいと考える。

・現状の問題
　　
１、憩い・座る空間が不十分であり、集い・交流の機能に欠けている。
２、緑・水などの自然要素、重要なアメニティ要素も少なく、
　　　　　町に目を向ける切っ掛けがない。
３、計画敷地内は老朽化した木造低層商店が密集していて周辺の町並みから
　　　　は浮いた存在になっている。
４、土地の利用状況が非常に不健全であるため都市機能上また都市景観上の
　　　　　阻害要因となっていて、激変する現代の都市公害に対する遅れが目立っている。

・過去との比較

城下町は付近を通る幹線道路のコースを城下に通じるように付け替えることにより
従来が城下を通り、商工業を活性化させる効果を持つ商業都市機能と、
敵を容易に侵入させないため、道を鍵状に曲げたり袋小路になっていたりと、
都市防衛機能の工夫が随所に見られた。これらの機能のネガティブな
部分を排除い今あるべき形で施設に導入し、現代のスタイルで建築する。

例（袋小路）
　　　　現代では城への敵の侵入を阻害する必要がない。

袋小路形はそのままにしておき、その場でカフェをひらく等によって
路地に迷い込んだ人が一息つけたり、表通りからはなかなか見つからない隠れ家的な店舗にする。

・見下ろされる建築

積層化された建築は高層化された建物が建ち並ぶ周辺地区へ浸透する。
通りを歩いている人のアイレヴェルでは気付かれ難いが、観光客が姫路城を訪れ天守閣へ登り街を見下ろした
ときに認識され、立ち寄られるようになる。観光客が集まるその施設は、姫路城に次ぐシンボル的施設となる。

無機質な町の空間 草木の生い茂る
有機質な空間

・中間領域
　　　
計画敷地は都市の象徴的な存在である交通機関に挟まれた中間領域で、
計画施設は観光客と地元住民、建築と周辺地区、文化と歴史の中間領域となり、
点と点、線と線をつなぐ建築となっている。

・滞留スペース

歩行空間があるだけでは交流活動は生まれにくい。
そこで人々が快適に楽しく過ごす環境と、自然に溢れ景観への配慮が行き届いた環境を設計する。
つまり、人々が憩い・集い・語らう交流空間と緑溢れる美しい空間を併せ持つ空間を形成する。
これにより、交流機能と景観機能が満たされ滞留性が生まれる。

・姫路城

駅北へ約１ｋｍ?に世界文化遺産・姫路城が位置し、
播磨地区を代表する中心地区となっている。
姫路市の重要な観光資源であり、１年を通して多くの
観光客が訪れる。
京阪神からの交通の便の良さから日帰りの観光客も多い。

・商店街

JR姫路駅と姫路城を結ぶ幹線道路である大手前通りの
１筋東側に並行するアーケード商店街である。
最近は郊外店舗との競合で一時の勢力は失われたが、
姫路市街地の商業軸としての位置付けは揺るぎない
ものである。

・　城下町
　
藩政期には、姫路城を中心とした城下町が広がっていたが、
経済発展の陰で古い文化遺産である伝統的な町並みや
道路の破壊が行われてきた。その結果、薄っぺらなどこにでも
あるような町にかえられてきた。

積層回路

都市における新たなネットワーク

本計画は観光客と地元住民に対し交流活動の場を設け、観光客にとっては新たな観光スポットを提供し、
地元住民には新たな地域の魅力を提供する計画である。
施設の中では様々な複雑化した動線が張り巡らされると同時に、
施設を通すことで様々な人の動線を周辺地区へ誘導することにより、施設の中だけでなく周辺地区全体へ交流活動の切っ掛けを排出する。

　観光客と地元住民に対し交流活動の場を

設け、観光客にとっては新たな観光スポッ

トを提供し、地元住民とっては新たな地域

の魅力を提供する計画である。同時に、施

設を通すことで様々な人の動線を周辺地区

へ誘導することにより、施設の中だけでな

く周辺地区全体へ交流活動のキッカケを

排出する。さまざまなものが高速化され

点から点へ瞬時に移動し、人々の交流さ

えも希薄化している現代社会にとって本

当に必要なのはこの途中経過の領域なの

ではないだろうか。

07． 積層回路　〜都市における新たなネットワーク〜

上内　陽介
UENAI  Yosuke 　                       
                       環境設計研究室
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　本計画では近年大学の移転により学生向

け賃貸住宅の需要が増加し、多くの賃貸住

宅が建てられた。しかし、現在建てられて

いるアパートの多くが同じ箱の横並びで片

廊下の建物となっている。それにより学生

の閉居、学生間の関わりの希薄化、セキュ

リティの不備といった問題が発生してい

る。そこで学生特有のライフスタイルに

着目して、住宅機能における内密性や領

域の共有を考え、新たな住空間を創造す

ると共に学生の居場所を創る。

08． 道は「にわ」、｢ にわ」は家　〜高屋地区・学生のための住まいの計画〜

為岡　晃司
TAMEOKA  Koji                      
                       環境設計研究室
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調理室

会議室

理科室

音楽室の音が聞こえてきたり

中庭にすぐ出れる

私だけの中庭

時々外での授業があったり

室内でみんなで遊ぶところ

先生の場所

休憩時間に質問しに行ったり

音楽室の様子を覗いてみたり

作った作品を飾ってみたり

先生が一斉に集まる場

外に植物を取りに行ったり

調理室から漂ういい匂い

たまにはここでお弁当

美術室

作った作品飾ってみたり

中庭

さらに奥の中庭

みんなで勉強する場所

お気に入りの隠れ場所

今日の体育は50m走

バスケが2面できる体育館
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先生たちもちょっと休憩

どこから入って行こうかな

友達と内緒話

かくれんぼ

ゆっくり読書

一緒に宿題しよう

みんなでテスト勉強中

かくれんぼ

理科室に向かう長い廊下

今日は外でひなたぼっこ

先生に質問

広い庭

site1 1階平面図1：350
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模型範囲

　広島県呉市に存在する、実際に統合され

た学校を計画地とした小中一貫校の提案で

ある。敷地内を駆け巡る 2 本の線はすべて

一筆で描かれ、壁となり、内と外、内と内、

外と外とを区別する。外部のようで内部的

な空間。内部のようで外部的な空間。壁の

つながりで子供たちは互いの存在を感じ、

意識する。そして壁の構成によって空間

に違いが生まれ、多様な空間となる。子

供たちの 9 年間が豊かなものとなること

を期待する。

09． くっついたり、はなれたり。。。 　〜一筆書きの壁による学校空間の提案〜

保田　恵梨
YASUDA  Eri 　                       
                       環境設計研究室
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　壁に寄り添って住む。都市と自然の間の

大きな壁。壁に囲まれた私たちの住む窮屈

な空間。しかし、部屋の窓から見る風景は

私たちにある種の憧れを抱かせる。知らず

知らずのうちに都市には意識的な壁が発生

している。この計画で都市の壁を具現化す

る。都市の境目に住まうことで都市と自

然というネガティブなものからポジティ

ブものへとイメージが変化する。本計画

では開口を通してそこに住む人々が私た

ちの住む空間を再認識し、本当の豊かさ

に気づくことを期待する

10． 壁に棲まう

青木　史晃
AOKI  Fumiaki                       
                       建築意匠研究室

工学会賞 3席
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　現代の集合住宅は未だに、閉じた空間が

多く、街や都市との関係が薄れてきている。

それにより、地方都市の再開発によって建

てられた集合住宅もその土地の住民との関

係が深いものと言えない。

　本計画では、商店街の建物の中で街と関

係の薄いと思われる高層マンションを建

て替え、家具を中と外と関係なしに共有

するという、新たな生活を計画すること

で、商店街とその周辺の住宅のあり方を

提案する。

11．マチカグ　〜中と外の間の生活〜

小谷　至己 
KODANI  Yoshiki 　                       
                      建築意匠研究室

工学会賞 3席
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　人はそれぞれ違い、色んな個性を持って

いる。

　それとともに自分がいたい、好きな空間

だってあると思います。

そんな感じる空間のようなものを考えまし

た。

それは、集合住宅のハコが単なる機能の

寄せ集めではない、ハコと会話するよう

な建築です。空間を構成する様々な要素

から６１個の造形ができあがり、庭をか

いして生まれる様々な関係を考えながら

計画した集合住宅です。

12． 会話するハコ　〜感覚で選択する集合住宅〜

高橋　翔太朗
TAKAHASHI  Shotaro                      
                       建築意匠研究室

空間を構成する８つの要素

かたい きれい せまい つよい とおい ひろい ふかい やわらかい

ほんの少しの隙間を与えるだけで庭が変わっていく 他人に庭を通してその先に
　　　　　　　　　見える人

色んな人の庭と絡まる住戸

この先にあるものは…

へこみによって自分の庭のような状態が生まれる

せまく、ひろがる立つとパブリック、座っていると
　　　　　　　　プライベートのよう

クルドサックのよ
　うな庭が生まれる

日本建築学会中国支部長賞
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　高齢社会の今、元気に生活しているお年

寄りの方々がたくさんの人たちと関わりな

がら、いろいろな活動ができる場所を提案

する。島にはたくさんのお年寄りや子供た

ちなど、自分の時間を比較的にとりやすい

人たちが多く生活しています。そんな中多

くの人たちが時間をうまく使えていない

という現状がある。そこで島の商店街に、

お年寄りや子供たちが通う複合施設を提

供することで、おじいちゃんや、おばあ

ちゃんたちが元気に生き生きと過ごせる 

場所となることを期待します。

13． 島の中のみんなの居場所　〜光と風、人がつくる公民館〜

永田　かすみ 
NAGATA  Kasumi                       
                       建築意匠研究室
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　過疎化による廃校の増加で全国的に廃

校後のリニューアルが増えている。

　財政的なものだけではない。その背景

には何よりそこに住む人々のなんとかし

て活かし続けたいという想いがある。

　この計画地の地域でも廃校が進んでお

14．ちいさなむらの　おおきながっこう　〜余白によるこどもと地域の関係性〜

中平　祐子 
NAKAHIRA  Yuko                       
                       建築歴史研究室
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pool／プール rice  field／田んぼ pond／池 helth  spa／ヘルスセンター

music  room／おんがく室 hall／ホールgymnasium／たいいく館 sports  center／スポーツセンター garden／庭
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field／畑

industrial art room／技術室 studio／工房 library／図書室 library／図書館

computer room／コンピューター室 media center／メディアセンター

bookshelf／本だな

slop／スロープ

support／背もたれchute／すべり台 swing／ブランコ

child's  scale／こどものスケール adult's  scale／おとなのスケール
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secret  base／ひみつきちdesk ＋ floor／つくえ ＋ ユカ pool／プール

wall／カベ eye／視線

roof／ヤネ

eye ＋ wall／視線 ＋ カベinside + outside／なか + そと eye ＋ revel／視線 ＋ 高さ

１ ．敷地の選定

６．各領域の間に庭がはいるように線でつないでいく ７ ．グラウンドと体育館を配置する

３．図書館を敷地全体にできるだけ広げてかたちと配置を決める ４．保育園・小学校・中学校・高校の各学年の荷物置きやコミュニケーションの空間の領域を配置する

５．教科ごとの必要最低面積を配置する

１０．空間の利用の仕方を想定し、ガラスをいれる

８．隣の教室との関係性や庭の使い方を想定してヤネやユカを決める

１２．ヤネのことを考え木を配置する１１．家具を配置する９．ヤネ、ユカの高さを決める

２．敷地の状況からアクセスを考える

１．表と裏が曖昧 ２．曲げてみる ３．いろいろ曲げて
　 　増やしてみる

４．交差させてみる ５．もっと曲げてみる ６．交差させてみる

表

裏

裏

表

表

裏

裏

表

７．面にしてみる ７．面を重ねてみる ８．重なった部分で領域を作ってみる ９．ヤネやユカをつくる

□garden／庭を介して教室をつくる □garden ＋ library
　 庭を介して教室をつくる ＋ 図書館を中心に持ってくる

□library／図書室の配置を変える □garden ＋ library
　 庭を敷地全体に広げる ＋ 図書室を敷地全体に広げる
　

敷地が広いため、できるだけ部屋と部屋、空間と空間の間に庭を入れて繋いでいく。
その庭の用途も廃校前と廃校後で様々決めていく。
そのときの隣の空間との関係性も考える。

図書室は、保育園児から高校生や地域の人まで利用するものである。
幅広い年齢層の人が利用する図書室は、配置やかたちによって本を読むことはもちろん、雑談したり、お昼寝したり、移動するのにも利用できる。
そ こ で、庭で繋ぐ操作に加えて、図書館をできるだけ敷地全体に広がるように操作する。
こうすることで、多くのこどもやおとなが本に触れる機会が増え、動線もスムーズになる。

庭で生物の観察

庭で写生大会

畑でとれた野菜で調理実習

天気がいい日は外で給食

天気がいい日は外で給食

外と内でする部活

外と内でする部活

原っぱでするかけっこ

庭で生物の観察

庭で写生大会

天気がいい日は外で給食外と内でする部活

外と内でする部活

原っぱでするかけっこ

図書室通って音楽室へ

図書室で行き来する

道路挟んで図書室が繋がっている

図書室通ってグラウンドへ

敷地が広いため、できるだけ部屋と部屋、空間と空間の間に庭を入れて繋いでいく。
その庭の用途も廃校前と廃校後で様々決めていく。
そのときの隣の空間との関係性も考える。

敷地が広いため、できるだけ部屋と部屋、空間と空間の間に庭を入れて繋いでいく。
その庭の用途も廃校前と廃校後で様々決めていく。
そのときの隣の空間との関係性も考える。

敷地が広いため、できるだけ部屋と部屋、空間と空間の間に庭を入れて繋いでいく。
その庭の用途も廃校前と廃校後で様々決めていく。
そのときの隣の空間との関係性も考える。

敷地が広いため、できるだけ部屋と部屋、空間と空間の間に庭を入れて繋いでいく。
その庭の用途も廃校前と廃校後で様々決めていく。
そのときの隣の空間との関係性も考える。

敷地が広いため、できるだけ部屋と部屋、空間と空間の間に庭を入れて繋いでいく。
その庭の用途も廃校前と廃校後で様々決めていく。
そのときの隣の空間との関係性も考える。

図書室を動線と考えたときに、できるだけたくさんの空間と接する必要がある。
そのためにも図書室の配置はとても重要であり、たくさん検討しなければならない。
図書室が他の空間と隣り合うことで、新しい図書室の可能性をみつける。

本に触れる機会を増やすこと、動線の確保、幅広い年齢層の人々の動線を交わらせることが可能な図書室と
領域がはっきりと定まられていない庭を敷地に広げて組み合わすことによって、人の動きや行為を自由にすることができる。
このことから、こどもと地域の領域も曖昧になり、動線を活発にできるう え に、廃校後の有効活用もしやすくなる。

concept
　 過疎化による廃校の増加で全国的に廃校後のリニューアルが増えている。
　 財政的なものだけではない。その背景には何よりそこに住む人々のなんとかして活かし続けたいという想いが あ る。
　 この計画地の地域でも廃校が進んでおり、廃校後未活用の学校が増えている。
　 そういうところで建築は何ができるのか、その新しい可能性を提案する。

　 ここにしかないたったひとつのみんなの学校。
　 ここでしかできないみんなの自慢の学校。
　 ここはみんなの希望であり、日常そのも の。
　

り、廃校後未活用の学校が増えている。

　そういうところで建築は何ができるの

か、その新しい可能性を提案する。
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　本計画によって児童養護施設で生活する

児童が、より豊かにのびのびと成長できる

空間、地域社会にひらいた空間であり、児

童がより家庭的な雰囲気の生活体験ができ

る空間を提案する。

　建物自体の空間だけでなく、さらに計画

地とその周辺の住宅地との融合を計った

空間づくりを提案する。成長にあたって

大切な児童期にいろいろなものに興味を

持ち、頭を働かせ、からだを動かすこと

を誘発し、自立の支援となる体験がより

よく行える空間を提案する。

15． みんなのいえ 　〜共同生活のなかで育てる自分の居場所〜

東　友美
HIGASHI  Tomomi
　　　　　　　建築意匠研究室 
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　集合住宅における生活を再考察する。細

分化された住戸と、住戸と隣り合うパブ

リックスペースによって人々の生活の一部

が他人と共有されていく提案である。小さ

な住戸で生活する。その生活の一部を隣人

や地域の人々と共有する。それぞれの行動

が隣り合う空間。点在された公共空間に

よるアクティブな動線。

住民と地域の人々がつくる新たな生活の

一面が生まれることを期待する。

16． せいかつしあう　〜生活がにじみ出る公共空間をもつ集合住宅〜

豊後　亜梨紗 
BUNGO  Arisa                       
                      建築意匠研究室

工学会賞 2席
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　従来の駅とは異なった新しい形の駅を提

案する。従来の駅は、電車を待つだけの空

間であり、単なる「通過の場所」にしかす

ぎなかった。そこに図書やギャラリー、商

業施設などの機能をもった複合施設を組み

込み、また、充実した駅のホームの空間を

つくる。この計画により、駅や駅付近が

より発展し、駅が、子供から高齢者の幅

広い年齢の人たちが楽しい時間を過ごせ

るような、市民一人ひとりが主人公にな

れるひろばを提案する。

17．えきがかわる。ひとがかわる。　〜駅と人の新しい関係〜 

吉田　早織 
YOSHIDA  Saori　                       
                 　　      建築意匠研究室

工学会賞 1席
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　建築学科の学生としてものを作る事を真

剣に考えているのに、自分の知らない所で

はどんどん余計なものが作られる。考えて

も実際には何も作れない自分。需要にまか

せて考えもなく作られる公共事業。どうし

たらいいかわからなくなった。しかし、誰

かが必要でそれらは作られる。高速道路

を建築と一緒に考え新しい風景を作る。

周りのせいにして諦めたり、文句を言っ

て「負」として扱うだけなのはもったい

ない。今あるものとの関係を考えていけ

ばいいものを作る事ができると考える。

18． 尾道ジャンクション　　　

賀川　陽介 
KAGAWA  Yosuke                       
                           　建築歴史研究室
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 従来の港空間は利用者の通過点に過ぎず、

敷地の大半が駐車場として使用され、現在

港では船を待たず、出港直前に来て船に乗

るという一連の流れで成り立っているため

閑散とした場所となっている。

そこに様々な機能を組み込み、路地のよう

な日常が溢れ出すような空間を作ること

で、今まで通過点でしかなかった港空間

を港利用者だけの場ではなく、地域住民

に対しても開かれた場所となるように再

計画する。

19． ミナトマチ　～港における公共性の再考計画～

坂下　輝幸 
SAKASHITA  Teruyuki 　                       
                            建築歴史研究室
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　本計画は、多様化しているファッション

を建築に反映させることで、衣服をまとう

人間とそれを取り巻く生活から住宅すべて

に影響させる。自分の世界を身体という小

さな範囲で表現していたものを住まい全体

で表現することによって、並木通りに新た

にアートのような住宅を作る計画である。

また、服や布から生まれる一瞬一瞬の形

を建築に表現することで新しい空間の形

態を提案する。これは女の子のための新

たな住みかとなる。

20．アタシの世界　〜服からできる空間〜

高原　由衣 
TAKAHARA  Yui                       
                      　  建築歴史研究室
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　交流を生むために建築にできることは何

か？建築が人の心に何をすることができる

かを考えた。

本計画は、地域住民の利用と交流を目的と

した複合施設である。

壁に沿って施設をめぐり、動線を交わらせ

ることで人との接点をつくる。人との接

点を増やすことで交流の生まれる可能性

を高めようと考えた。

建築によってつくったきっかけが、施設

を利用する中で交流となり、利用者にとっ

て豊かな時間となることを期待する。

21． 壁に沿って　〜小学校跡地の再開発〜

高見　貴宏
TAKAMI  Takahiro　                       
                                建築歴史研究室
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　敷地の森を残し、敷地の地形を活かして

住宅群を計画する。現在のニュータウンは

山を削り、アスファルトが敷かれ、山の風

景や森の空気などを失い、またニュータウ

ン内では自然が感じられず、また人工的す

ぎることなどにより、住民の土地への愛着

は薄い。傾斜した地面を掘ることでプラ

イバシーを守り、敷地の木をできる限り

残すことで、自然と生活の距離を近づけ

た住宅群が計画できると考えた。

22． 山住群築　〜郊外における森の中の住宅群〜

野島　将平
NOJIMA  Shohei 
                     　　 建築歴史研究室

工学会賞３席
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　人は生まれた時には真っ白だとすると、

生きていく過程の中で様々な体験、経験を

することで個性という色を持ち色鮮やかに

成長していくが、現代社会において、個性

の色は欠如しているのではないか。

本計画では、個性の色を失いつつある現代

社会の担い手である子供たちに、建築的

操作による色彩を媒介とすることで、子

供の個性と行動にアクティビティを促し

新たな個性を育むための手助けをする提

案である。

23．こどもたちの長い橋　〜色が生み出す幼稚園の提案〜 
             

森原　直樹
MORIHARA  Naoki
     　                    建築歴史研究室
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　近年の郊外大型商業施設の進出などによ

り、衰退が進んでいる商店街を活性化させ

る計画である。商店街の一角に、商業施設

と住宅からなる複合施設を計画する。商業

施設と住宅を一緒し、商店街利用者を増や

す。また、通りをつなげて新しいみちをつ

くる。人の流れを変化させることで新た

な活動場所が生まれ、人が集まる。店が

並ぶ通りが人びとのふれあいの場所とな

る。みちと店舗・住宅の関係から駅前が

魅力的なものとなり、駅前周辺も活性化

することを期待する。

24．みちのむこう　〜駅前商住空間の提案〜

湯井　美江
YUI  Yoshie
     　                        建築歴史研究室





修士設計
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　本計画は都市におけるビルの建て壊しに

よってできてしまった残余空間に対して、

既存建築をコンバージョンすることでもと

もとあった建物の外部空間での生活を更新

することを目的とし、都市の中に寄合所を

提案するものである。

　本修士設計にあたり、既存建築をコン

バージョンしながら時代とともに使われて

いく建築こそ知的産業の戦略の鍵とな

り、オフィスビル単体としてでない付加

価値を生むこととなる。竣工して終わる

のではなく、建物の用途やその時代に合

わせて機能が変わる建築が都市の中の新

たなツールとなってパフォーマンスして

いく事を期待している。

01．消えた都市の輪郭

城納　　剛
JONO  Takeshi                      
                       建築意匠研究室
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レベル差は、多様な機能を果たし、人の

動きによって変化する空間をつくりだす。

　建築空間の基盤となる床・壁・天井を平

面形態、断面形態の操作により、空間を分

つのではなく、人に様々な行動を想起さ

せ、居場所をつくり、多様性で空間をつな

ぐものとして捉え、画一化されつつある小

学校建築において、建築的プログラムを解

体し、レベル差の可能性を見いだすこ

とを目的とし、様々な場面の生まれる

柔軟な小学校を提案するものである。

レベル差は、学校建築というビルデ

ィングタイプからの脱却の糸口となり、

行動のきっかけとなるものとして、様々

なアクションやシチュエーションを生

み出すものとなる。

02．レベル差の積層

原田　聖
HARADA  Masato                       
                       建築意匠研究室
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　“日本の住宅は明る過ぎる”言い換えれば

日本の住宅は快適であるということだ。し

かしながら、これは決していい事ばかりで

はない。年々の著しい技術の発展により、

私たちは何の違和感なく快適に生活を送る

ことができている。これは、外部空間・外

部環境からの影響を極力遮断し、人間の都

合の良い状態に保っているからである。

 そこで、本計画では建築において空間

把握を左右する「光」に焦点を絞り、光

が作り出す空間が、私たちに対してどの

ような影響をもたらすかを考えると同時

に、都市型住宅において、近年社会問題

となっている環境問題をいかに低減させ

るかを考察し、新たなサスティナブル建

築のプロトタイプを提案する。

03．呼吸する建築

古田　靖幸
FURUTA  Yasuyuki                  
                       建築意匠研究室
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　現代の住環境において、人は平面的に暮

らしていると考える。現代の住宅構成であ

り、集合住宅などにおけるプランニングに

現れていると考える。人の住み易さを考え

るゆえの結果だが、住み易さを考えるゆえ

に人に与える影響は大きい。人の住み易さ

を考えることはもちろん重要なことだが、

まず人、それ自体を考える必要性があるの

ではないかと考える。本計画は東京都新

宿区にある神楽坂三丁目を計画地とし、

現代の集合住宅に見られる標準化されつ

つあるプランを問い直すとともに高密度

化された都市に対してさらに高密度な計

画をし、３３３塔からなる集合住宅を提

案し、新たな都市居住形態の可能性を提

案する。

04．密接群集

柳川　雄太
YANAGAWA  Yuta                       
                       建築意匠研究室
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2009 年度 日本建築学会設計競技 課題「アーバン・フィジックスの構想」　支部入選
タイトル：フィジカルコンタクト -アーバンエクササイズの構想   作者：古田靖幸 (M2), 三浦亮 (M2), 三木康嵩 (M2)

2009 年度 日本建築学会設計競技 課題「アーバン・フィジックスの構想」　支部入選
タイトル：育てる都市 -都市での農業の可能性の構想  作者：平川紘司 (M1), 山口和紀 (M1), 安田浩子 (M1)

2009 年度 日本建築学会設計競技 課題「アーバン・フィジックスの構想」　支部入選
タイトル：スキマの商店街 -スキマから生まれる都市のつながり   作者：小谷至己 (4 年 ), 湯井美江 (4 年 ), 原田大輔（研究生）



-47- 2009  設計コンペ

JACS 全日本学生建築コンソーシアム　2009 住宅設計コンペ
課題：50 年デザイン住宅　優秀賞

タイトル：かわるものかわらないもの -機能を並べる　
作者：増田晋（M1）

第 6回　三井住空間デザインコンペ
課題：夫婦とともに成長する住まい　佳作

タイトル：卓（たく）　 
作者：山口和紀 ,増田晋

第 16 回　空間デザインコンペティション　提案部門
課題：ガラス質のポケットパーク　佳作

タイトル：tanpopo block- 都市に咲く黄色い花畑　 
作者：城納剛 (M2), 胡麻田悟史 (08 年度修了生 )
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